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はじめに 

 

 
 

平成 29 年度の環境科学院の年次報告書を発行いたします。 

 

 年次報告書の発行を開始したのが平成 20年ですので、今回（平成 29 年）で、

ちょうど 10年目となります。北海道大学は、平成 17年に大学院組織に対して、

教育を担う学院と教員が所属して研究を行う研究院という二本立ての枠組みを

導入いたしました。教育組織である環境科学院はこの枠組みを活用し、地球環

境科学研究院（平成 17年度発足）に、水産科学研究院、低温科学研究所、電子

科学研究所、触媒化学研究所、北方生物圏フィールド科学センター、北極域研

究センターの多くの教員の参画を得、より包括的な環境科学教育が可能な教育

組織になりました。総勢 140 余名の教員が参画した全学的・総合的な環境科学

の大学院として、昼夜を問わず、熱意を持って大学院生の教育、指導を行って

まいりました。設立後、10年以上の年月が過ぎましたが、すでに多くの修士課

程ならびに博士後期課程学生が巣立ち、国内外で活躍しています。 

 本年度も全参画教員の連携のもと、正規カリキュラムの充実はもとより、外

部資金によるさまざまな教育プログラムも推進してまいりました。本報告書の

発行とともに、組織として教育、研究活動を自己評価し、今後の当学院のさら

なる発展に資したいと考えております。 

 

          北海道大学大学院環境科学院長 

                大原 雅 
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１ 沿革 

 
大学院環境科学研究科         
1977（昭和 52）年 
 
 

 4月 1日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4月 1日 
環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程，環境保全

学専攻修士課程が設置される 

 4月 1日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

1978（昭和 53）年 4月 1日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979（昭和 54）年 4月 1日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980（昭和 55）年  3月 10日 管理棟・研究棟（現在の A棟）・実験棟（6,898㎡）竣工 

1987（昭和 62）年 10月 17日 大学院環境科学研究科創立 10周年記念式典・祝賀会を開催 

1988（昭和 63）年  2月 20日 大学院環境科学研究科創立 10周年記念公開シンポジウムを開催 

 
大学院地球環境科学研究科         
1993（平成 5）年  4月 1日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4月 1日 
地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期

課程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7月 14日 アメリカ合衆国イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994（平成 6）年  4月 1日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995（平成 7）年  3月 16日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996（平成 8）年   2月 9日 
英国（イギリス）ノッティンガム大学と部局間交流協定を締結 

（～2002(平成 14)年 2月 6日） 

 4月 1日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12月 2日 研究棟（現在の B棟）（第一期 4,580㎡）竣工 

1997（平成 9）年 10月 1日 大韓民国ソウル大学校と大学間交流協定を締結                   

10月 17日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11月 17日 中華人民共和国蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998（平成 10）年 
 1月 16日 

マレーシア マレーシア・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結      

（～ 2003（平成 15）年 1月 15日） 

2000（平成 12）年  3月 27日 研究棟（現在の C棟）（第二期 5,282㎡）竣工 

10月 25日 大韓民国釜慶大学校と大学間交流協定を締結                    

2003（平成 15）年 9月 29日 大学院地球環境科学研究科創立 10周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

 
 
大学院環境科学院     
2005（平成 17）年  4月 1日 大学院地球環境科学研究院が設置される 

4月 1日 大学院環境科学院が設置される 

 4月 1日 
大学院環境科学院に環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課

程，博士後期課程），生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻

（修士課程，博士後期課程）が設置される                     
2006（平成 18）年 8月 26日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007（平成 19）年  6月 13日 スイス連邦スイス連邦工科大学と大学間交流協定を締結 

11月 12日 ロシア連邦 ロシア極東国立大学と大学間交流協定を締結               

2009（平成 21）年 1月 9日 オーストラリア連邦タスマニア大学と大学間交流協定を締結              

12月 24日 講義棟（614㎡）竣工 
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2010（平成 22）年 2月 11日 ドイツ連邦共和国ブレーメン大学と大学間交流協定を締結             

3月 31日 大学院環境科学院のコースを一部廃止 

4月 9日 中華人民共和国蘭州大学と大学間交流協定を締結                 

9月 2日 
中華民国（台湾）国立成功大学と部局間交流協定を締結              

（～2016(平成 28)年 3月 31日） 

10月 24日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10月 29日 中華人民共和国東南大学と大学間交流協定を締結 

10月 アメリカ合衆国ハワイ大学マノア校との大学間交流協定に参画           

11月 25日 中華人民共和国厦門大学と大学間交流協定を締結                 

2011（平成 23）年 
2月 3日 中華人民共和国中国海洋大学と大学間交流協定を締結               

4月 1日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4月 13日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

10月 13日 中華人民共和国西北農林科技大学と大学間交流協定を締結             

12月 15日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 

2012（平成 24）年 1月 フィンランド共和国オウル大学との大学間交流協定に参画             

3月 14日 中華民国（台湾）国立中興大学と大学間交流協定を締結              

4月 2日 ロシア連邦 北東連邦大学と大学間交流協定を締結                

5月 31日 
ドイツ連邦共和国 GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kielと部局間交流協

定を締結                                 

6月 25日 中華民国（台湾）国立東華大学環境学院と部局間交流協定を締結         

9月 21日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

12月 27日 大韓民国成均館大学校と大学間交流協定を締結                  

2013（平成25）年  1月 22日 アメリカ合衆国ユタ大学大学院・ナノ研究所と部局間交流協定を締結        

1月 23日 中華民国（台湾）国立成功大学と大学間交流協定を締結              

 7月 29日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 

2014（平成26）年 2月 5日 マレーシア マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所と部局間交流協定を締結   

3月 20日 インドネシア共和国バンドン工科大学と大学間交流協定を締結 

７月 16日 フィリピン共和国フィリピン大学と大学間交流協定を締結             

9月 29日 マレーシア マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部と部局間交流協定を締結 

2015（平成27）年 2月 16日 ノルウェー王国オスロ大学地球科学科と部局間交流協定を締結           

12月 28日 中華人民共和国香港科技大学理学院と部局間交流協定を締結 

2016（平成28）年 
3月 17日 

アメリカ合衆国カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋研究所と部局間交流協

定を締結 

4月 12日 マレーシア マレーシア・サバ大学と大学間交流協定を締結 

2017（平成29）年 6月 7日 中華民国（台湾）国立東華大学と大学間交流協定を締結 

7月 13日 ノルウェー王国オスロ大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

10月 23日 中華人民共和国華東師範大学地球科学部と部局間交流協定を締結 

10月 26日 イタリア共和国トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部と部局間交流協定を締結 

2018（平成30）年 1月 15日 インド インド工科大学ボンベイ校と大学間交流協定を締結 

2月 27日 インドネシア共和国イスラム大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

3月 26日 インド インド工科大学マドラス校と大学間交流協定を締結 
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２ 歴代研究科長，学院長・研究院長 
 

職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52）年 4 月 1 日～1979（昭和 54）年 3 月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54）年 4 月 1 日～1980（昭和 55）年 3 月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55）年 4 月 1 日～1982（昭和 57）年 3 月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57）年 4 月 1 日～1986（昭和 61）年 3 月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61）年 4 月 1 日～1990（平成 2） 年 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2） 年 4 月 1 日～1992（平成 4） 年 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4） 年 4 月 1 日～1993（平成 5） 年 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 

堀     浩  1993（平成 5） 年 4 月 1 日～1995（平成 7） 年 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7） 年 4 月 1 日～1998（平成 10）年 3 月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10）年 4 月 1 日～2002（平成 14）年 3 月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14）年 4 月 1 日～2005（平成 17）年 3 月 31 日 

大学院環境科学院長・ 

大学院地球環境科学 

研究院長 

池 田 元 美  2005（平成 17）年 4 月 1 日～2007（平成 19）年 3 月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19）年 4 月 1 日～2009（平成 21）年 3 月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21）年 4 月 1 日～2011（平成 23）年 3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23）年 4 月 1 日～2013（平成 25）年 9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25）年 10 月 1 日～2017（平成 29）年 9 月 30 日 

大 原   雅 2017（平成 29）年 10 月 1 日～ 
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３ 教員組織 

〇2017（平成29）年9月30日まで 
学院長 久保川 厚 
副学院長 大原  雅 
学院長補佐 松田 冬彦 
  

〇2017（平成29）年10月 1日から 
学院長 大原  雅 
副学院長 松田 冬彦 
学院長補佐 露崎 史朗 

29.4.1現在 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境起学専攻 
 

専攻長 
山中 康裕 

人間・生態 
システム 

高田 壯則 

露崎 史朗 
渡邉 悌二  

藤井 賢彦 
石川  守 
白岩 孝行 
佐藤 友徳 
根岸淳二郎 

 川西 亮太   

環境適応科学 

 
豊田 和弘  

 
 

実践環境科学 山中 康裕 
 

 
 

 

国際環境保全 
田中 俊逸 

沖野 龍文 

藏崎 正明  ﾗﾑ ｱﾊﾞﾀﾙ  

地球圏科学 
専攻 

 
専攻長 

長谷部文雄 

大気海洋 
化学・ 

環境変遷学 

杉本 敦子 
力石 嘉人 

鈴木 光次 

山本 正伸 
山下 洋平 
西岡  純 
渡辺  豊 
関   宰 
亀山 宗彦 

 入野 智久 
宮﨑 雄三  

 

雪氷・寒冷圏

科学 

渡辺  力 
グレーベ， 

ラフル・ 
ギュンター 
杉山  慎 

 
 石井 吉之 

曽根 敏雄 
的場 澄人 
下山  宏 
飯塚 芳徳 

 

大気海洋物理

学・気候力学 

久保川 厚 
長谷部文雄 
谷本 陽一 
大島慶一郎 
江淵 直人 
三寺 史夫 

藤原 正智 
青木  茂 
堀之内 武 
深町  康 
吉森 正和 

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信 
川島 正行 
平野 大輔 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

生物圏科学 
専攻 

 
専攻長 

原 登志彦  

生態系生物学 

原 登志彦 
福井  学 

隅田 明洋 
笠原 康裕 
落合 正則 

 大舘 智志 
小野 清美 
小島 久弥 
長谷川成明 
寺島 美亜 

 

生態遺伝学 
大原  雅 
鈴木  仁 

   吉田 磨仁 

分子生物学 
森川 正章 山崎 健一 

三輪 京子 
 鷲尾 健司  

植物生態学 甲山 隆司 工藤  岳  久保 拓弥  

動物生態学 野田 隆史 小泉 逸郎    

海洋圏科学 
門谷  茂 

工藤  勲 
清水 宗敬 

 
   

水圏生物学 

本村 泰三 
山羽 悦郎 
仲岡 雅裕 
宮下 和士 

宗原 弘幸 
長里千香子 
四ツ倉典滋 
三谷 曜子 

 山本  潤 
傳法  隆 
伊佐田智規 

 

森林圏環境学 

佐藤 冬樹 
日浦  勉 
齊藤  隆 
柴田 英昭 
吉田 俊也 

車  柱榮 
門松 昌彦 

植村  滋 

揚妻 直樹 

高木健太郎 
内海 俊介 
中路 達郎 
岸田  治 
中村 誠宏 

 野村  睦 
福澤加里部 
小林  真 

 

耕地圏科学 
荒木  肇 
山田 敏彦 

星野洋一郎 
河合 正人 

 平田 聡之 
三谷 朋弘 

 

環境物質科学

専攻 
 

専攻長 
小西 克明 

生体物質科学 
坂入 信夫 

松田 冬彦 
山田 幸司 
梅澤 大樹 

 諸角 達也  

ナノ環境材料 
小西 克明 
八木 一三 
神谷 裕一 

川口 俊一 
廣川  淳 
七分 勇勝 

 中田  耕 
加藤  優 
大友 亮一 

 

光電子科学 

中村 貴義 
ビジュ， 
ヴアスデヴア

ン ピライ 

野呂真一郎 
髙野 勇太 

 柚山 健一  
 

環境触媒化学 
大谷 文章 コワルスカ， 

エバ・カタルツ

イーナ 

 高島  舞  

※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 
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４ 事務組織                                H29.4.1 現在 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
研究院長室秘書 

 
明戸 要枝（事務補佐員） 

 
 
 
 
 
  

環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

事務長 

徳山 雅一 

総 務 
武部 将智 

山下 昌利 
吉泉  綾 名取 晴香 

羽二生智恵（事務補佐員） 

斉藤 利奈（事務補助員） 

教 務 佐藤 有希 伊藤 郁子 岸  紘子 
田中 宏美（事務補助員） 

木山めぐみ（事務補助員） 

会 計 富樫  弘 阿部 裕幸 
吉備津 侑加 

山内  拓 
 

図 書 小林 流美子       
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５ 各種委員会 
                                                   29.4.1現在 

 
 
 

 

 

  

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 
科学 

副学院長 
学院長補佐 職指定 

事務 
選出 
委員 

事務 
所掌 

備
考 

専攻長 
会議 山中 康裕 長谷部文雄 原 登志彦 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当 

申合

せで

明記 

学院人事
委員会 山中 康裕 長谷部文雄 原 登志彦 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当  

教務 
委員会 山中 康裕 長谷部文雄 原 登志彦 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 全学教務委員  教務
担当 

内規

で 
明記 

入学試験 
委員会 山中 康裕 長谷部文雄 原 登志彦 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   教務
担当 

内規

で 
明記 

点検評価
委員会 山中 康裕 長谷部文雄 原 登志彦 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 総務
担当 

内規

で 
明記 

将来計画
委員会 山中 康裕 長谷部文雄 原 登志彦 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当  

安全管理
委員会 山中 康裕 長谷部文雄 原 登志彦 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 会計
担当  

広報 
委員会 豊田 和弘 吉森 正和 長谷川成明 廣川  淳  学院長    総務

担当  

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

露崎 史朗
佐藤 友徳 

入野 智久 
中村 知裕 

吉田 麿仁
久保 拓弥 

廣川  淳 
七分 勇勝      総務

担当 
各専

攻２

名 

学生 
委員会 豊田 和弘 谷本 陽一 三輪 京子 小西 克明 学院長補佐   全学学生委員  教務

担当 
内規

で 
明記 

留学生 
委員会 山中 康裕 長谷部文雄 原 登志彦 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長  
英語プログラ

ム運営委員会

委員長 
 教務

担当 
内規

で 
明記 

コース 
代表教員 

露崎 史朗 
豊田 和弘 
山中 康裕 
沖野 龍文 

山下 洋平 
大島慶一郎 
杉山  慎 

福井  学 
鈴木   仁 
森川 正章 
甲山 隆司 
野田 隆史 
工藤   勲 
仲岡 雅裕 
齊藤  隆 
星野洋一郎 

松田 冬彦 
八木 一三 
中村 貴義 
大谷 文章 
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Ⅱ 学生の受入 
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６ 入学試験 
 
平成２９年度 

特別推薦入試：修士課程（博士前期課程）生物圏科学専攻・環境物質科学専攻 
平成２８年 ５月３０日（月） 

 
秋季入試：博士後期課程   平成２８年 ８月２５日（木） 

２６日（金） 
      修士課程（博士前期課程）  平成２８年 ８月２５日（木） 

２６日（金） 
 

秋季推薦／特別入試：修士課程（博士前期課程） 
平成２８年１０月２４日（月） 

 
春季入試：博士後期課程   平成２９年 ２月２８日（火） 
     修士課程（博士前期課程）  平成２９年 ２月２８日（火） 

３月 １日（水） 
 

１０月入学入試：博士後期課程  平成２９年 ８月２４日（木） 
２５日（金） 

            修士課程（博士前期課程） 平成２９年 ８月２４日（木） 
２５日（金） 

 
 
入試説明会 

 第１回      平成２８年 ５月２１日（土） 
２２日（日） 
２４日（火） 

第２回      平成２８年１０月３０日（日） 
                          １１月 １日（火） 

 第３回      平成２８年１２月 ６日（火） 
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７ 学生定員と現員の推移 
 
７−１ 入学定員 

 
① 博士後期課程           （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 15 
地球圏科学専攻 14 
生物圏科学専攻 23 
環境物質科学専攻 11 

計 63 

 
② 修士課程（博士前期課程）     （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 44 
地球圏科学専攻 35 
生物圏科学専攻 52 
環境物質科学専攻 28 

計 159 

 
 
 
 
 

７−２ 入学者数 
 
① 博士後期課程 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

環境起学専攻 11（73％）  9（60％） 12（80％） 10（67％） 8（53％） 

地球圏科学専攻  7（50％）  7（50％） 11（79％） 7（50％） 5（36％） 

生物圏科学専攻 18（78％） 18（78％） 18（78％） 12（52％） 13（57％） 

環境物質科学専攻  9（82％）  4（36％） 9（82％） 5（46％） 7（64％） 

計 45（71％） 38（60％） 50（79％） 34（54％） 33（52％） 
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② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

環境起学専攻 23 （52％） 35 （80％） 42 （96％） 46（105％） 40（91％） 

地球圏科学専攻 27 （77％） 18 （51％） 31 （89％）  26 （74％） 42（120％） 

生物圏科学専攻 41 （79%） 48 （92%） 69（133%） 43 （83％） 56（108％） 

環境物質科学専攻 39（139％） 34（121％） 24 （86％）  31（111％） 30（107％） 

計 130 （82％） 135 （85％） 166（104％） 146 （92％）  168（106％） 

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 
（注２）１０月入学者数を含む。 

 
 

７−３ 在籍者数 
 

① 博士後期課程 
（単位：人） 

専 攻 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 
環境起学専攻 48 39 43 42 46 
地球圏科学専攻 40 39 39 37 28 
生物圏科学専攻 61 57 65 62 55 
環境物質科学専攻 32 25 28 23 26 

計 181 160 175 164 155 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

環境起学専攻 55 58 75 84 96 
地球圏科学専攻 50 47 51 62 68 
生物圏科学専攻 102 88 119 114 102 
環境物質科学専攻 75 79 61 59 56 

計 282 272 306 319 322 
（注）各年度５月１日現在の数 
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８ 留学生数の推移と支援体制 
 
８－１ 留学生数（全体） 
 
① 博士後期課程 

（単位：人） 
専 攻 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

環境起学専攻 21 17 23 21 26 
地球圏科学専攻 14 16 15 15 14 
生物圏科学専攻 12 9 11 10 12 
環境物質科学専攻 13 9 10 8 12 

計 60 51 59 54 64 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

環境起学専攻 14 18 37 51 63 
地球圏科学専攻 1 0 4 7 6 
生物圏科学専攻 5 7 12 12 5 
環境物質科学専攻 3 7 6 5 5 

計 23 32 59 75 79 
（注）各年度５月１日現在の数 
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８−２ 留学生数（国別）                        

（単位：人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
（注）平成２９年５月１日現在の数 

地域 日本語による 
国名・地域名 

留学生数 
博士後期 修士 

アジア 

インド 5 1 
インドネシア 1 2 
マレーシア  1 
ミャンマー  1 
韓国 2 1 
香港 1  
タイ 1  
ベトナム 7  
台湾  1 
中国 20 50 
ネパール 3  
バングラデシュ 9 5 
フィリピン 1 2 
モンゴル 2  

アフリカ 

南アフリカ  1 
ザンビア  2 
タンザニア  1 
ギニア 1  
マラウィ  1 
ナイジェリア 1 2 
モザンビーク 1  
エジプト 1  
パプアニューギニア  1 
マダガスカル 1 1 

北米 
アメリカ 1 1 
カナダ 1  

南米 
エクアドル  1 
コロンビア 1  
ペルー  1 

ヨーロッパ 

フランス 1 1 
ドイツ 1  
ハンガリー 1  
ロシア 1  

オセアニア 
サモア  1 
フィジー  1 
計 64 79 
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８−３ 留学生の支援体制 

 
（１）英語プログラム（EPEES: English Program of Environmental Earth Science for a  

Sustainable Society）による留学生の受入 
 

現地面接等による渡日前入学制度を利用して７名（修士課程３名，博士後期課程４名）が入学した。 
 
（２）アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ（ABEイニシアティブ）「修士課

程およびインターンシップ」プログラム推奨コースの設定 
 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成や書類審査と

テレビ会議による面接）を実施し，平成２９年１０月に研究生３名が入学した。 
 
（３）太平洋島嶼国リーダー教育支援プログラム（PACIFIC―LEADS）推奨コースの設定 
 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成や書類審査と

テレビ会議による面接）を実施し，平成２９年１０月に研究生１名が入学した。 
 
（４）イノベーティブ・アジアプログラム推奨コースの設定 
 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成や書類審査と

テレビ会議による面接）を実施し，平成２９年１０月に研究生２名が入学した。 
 
（５）北海道大学私費外国人留学生特待プログラムによる博士後期課程学生の支援 
 

北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間１００万円を超える研究補助員経費を

負担する制度により，９名（継続５名，新規４名）の私費留学生を受入れた。年度末に研究発表会を

行った。地球環境科学研究院では，毎年２名相当分について教員共通経費を充てる制度を設けている。 
 
（６）JASSO 海外留学支援制度による短期留学生の受入 
 

「持続的国際環境保全を担う次世代人材育成とそのネットワーク化」として，１０名の留学生を受け

入れた。 
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Ⅲ 教育活動 
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９ 専攻・コース編成 

 
環 境 起 学 専 攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（３コース） 

大気海洋化学・環境変遷学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

生態系生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
植物生態学コース 
動物生態学コース 
海洋圏科学コース 
水圏生物学コース 
森林圏環境学コース 
耕地圏科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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１０ カリキュラム編成 

 
修了要件 
修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の要件とする。 

ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８単位，選択必修科目から８単

位以上を含み，合計３０単位以上を修得すること。なお，環境物質科学実習Ⅰ及び

環境物質科学実習Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。 
博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること。 
 
 
環境起学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 環境科学基礎論 国際環境保全学総論 自然環境学総論 環境解析学総論 環境適応学総

論 実践環境科学総論Ⅰ 実践環境科学総論Ⅱ 環境汚染比較特論 地生態資源学特論 

気候変動影響特論 生態解析学特論 水循環学特論 環境情報地理学特論 水資源学特論 

流域環境学特論 保全生態学特論 環境保全学特論 寒冷陸圏環境学特論 環境適応学特

論 環境計量学特論 実践環境科学特論 国際科学コミュニケーション法特論 環境科学

英語ライティング特論 

・ 環境起学特別講義Ⅰ 環境起学特別講義Ⅱ 環境起学特別講義Ⅲ 

・ 環境解析法演習Ⅰ（２単位） 環境解析法演習Ⅱ（２単位） 山岳環境観測法実習（４単

位） 統合自然環境調査法実習（２単位） 統合環境地理調査法実習（４単位） 統合環

境分析法実習（４単位） 実践環境科学演習Ⅰ（１単位） 実践環境科学演習Ⅱ（１単

位） 実践環境科学実習Ⅰ（１単位） 実践環境科学実習Ⅱ（１単位） 実践環境科学イ

ンターンシップⅠ（２単位） 実践環境科学インターンシップⅡ（２単位） 
 

博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
 
地球圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 
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・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化学基礎論 
・ 古海洋学特論 対流圏化学特論 陸圏物質循環学特論 古気候変動学特論 大気圏化学特

論 化学海洋学特論 海洋生物地球化学特論 環境分析化学特論 生物地球科学特論 氷

河・氷床学特論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 理論雪氷学特論 大気環境

科学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気候変動特論 気候動モデリ

ング特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法特論 遠隔情報学特論 
・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 地球圏科学特別

講義Ⅳ 
・ 地球圏科学演習Ⅰ（４単位） 地球圏科学演習Ⅱ（４単位） 地球圏科学実習Ⅰ（４単

位） 地球圏科学実習Ⅱ（４単位） 地球雪氷学実習Ⅰ（２単位） 地球雪氷学実習Ⅱ

（２単位） 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
 
生物圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 
・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学基礎論 フィー

ルド科学基礎論 生物生産学基礎論 
・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝学特論Ⅱ 環境

分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物

生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論

Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科

学特論Ⅲ 森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 
・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 
・ 生物圏科学実習Ⅰ（４単位） 生物圏科学実習Ⅱ（４単位） フィールド科学特別実習Ⅰ

（１単位） フィールド科学特別実習Ⅱ（１単位） 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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環境物質科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 
・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 各２単位 
（選択必修科目）各２単位 
・ 分子環境学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅰ 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅲ 光電子科学特論Ⅰ 光電子科学特論

Ⅱ 環境触媒化学特論Ⅰ 環境触媒化学特論Ⅱ 
（選択科目） ※実習は４単位，特論は２単位，特別講義は１単位 
・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 
・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 環境物質科学特別講義Ⅲ 環境物質

科学特別講義Ⅳ 
・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 
 

 

 
環境科学院共通科目 

修士課程 
（選択科目） 

・環境科学総論（２単位） 

・国際環境科学実習Ⅰ（１単位） 国際環境科学実習Ⅱ（１単位） 国際環境科学研究Ⅰ（２

単位） 国際環境科学研究Ⅱ（２単位） 

 

博士後期課程 

（選択科目） 

・国際環境科学特別研究Ⅰ（２単位） 国際環境科学特別研究Ⅱ（２単位） 国際環境科学特

別研究Ⅲ（２単位） 
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１１ 公開コースの開催 
 
１１－１ 平成２９年度 PAREプログラム（人口・活動・資源・環境の負の連環 

を転換させるフロンティア人材育成プログラム） 

 

 本プログラムは、文部科学省が行う「大学の世界展開力強化事業」の一つとして平成24年度

から実施され、文部科学省事業としては平成28年度に終了したが、平成29年度においても北海

道大学の農学院、環境科学院、工学院、水産科学院、情報科学研究科の共同で、タイの3大学

とインドネシアの3大学で大学院教育コンソーシアムを形成し実施している。本学院では、基

礎科目であるPARE基礎論Iの大半の授業を担当し、PARE基礎論Ⅳの責任教員を藤井准教授が務

めた。環境科学院からは4科目で15名受講し、全体では47名の受講であった。また、サマース

クール「PAREの連環：土地、水、食料、エネルギーの持続的利用と管理」は北海道大学を拠点

に、スプリングスクール「土地、水、エネルギー資源の持続的利用と管理及び食料安全保障」

はタイのタマサート大学を拠点に、いずれも根岸准教授を責任教員として実施した。環境科学

院からはサマースクールに１名、スプリングスクールに５名参加した。全体ではサマースクー

ルの参加者は20名、スプリングスクールは36名であった。 

 
 

１１－２ 南極学カリキュラム 
 
南極学カリキュラムでは，極域・寒冷圏における環境とその変化、地球環境への影響等につ

いて総合的に学ぶ教育プログラムを提供している。平成29年度はプログラムの基幹をなす，南

極学特別講義2科目と南極学特別実習4科目を開講し，規定単位を修得したカリキュラム修了者

2名に修了証書（Diploma of Antarctic Science）を授与した。環境科学院を中心に，学内他分

野の大学院生が各プログラムを受講し，学生間交流や幅広い知識獲得の機会となっている。 
本カリキュラムは，極域科学教育に関する国際的な枠組みである国際南極大学

(International Antarctic Institute)の一翼を成すものであり，国立極地研究所，神戸大学，

ETH，ブレーメン大学，タスマニア大学など国内外の研究機関と連携して，国際的な環境教

育・研究を推進するものである。 
 
過去5年間の各講義履修者数，および南極学修了証書の取得者数 
 

南極学特別科目 H25 H26 H27 H28 H29 
特別講義I 54 49 34 33 49 
特別講義II 11 8 17 12 18 

特別実習I（スイス氷河実習） 9 9 10 12 11 
特別実習II（サロマ湖海氷実習） 15 実施せず 9 実施せず 7 
特別実習III（野外行動技術実習） 31 31 36 37 57 
特別実習IV（母子里雪氷実習） 8 8 14 15 19 

南極学修了証書 7 5 2 7 2 
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１１－３ 大気と海洋と雪氷に関するスプリングスクール 
 
平成 29 年度は、国立極地研究所が母体となった「南極の海と氷床スプリングスクール 2018」

が 2018 年 3 月に開催され、本スプリングスクールの内容と重複する点が多いことから、今回の

開催を見送った。平成 30 年度は再開する予定である。 
 
 
 
１１－４ 平成２９年度 大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラムおよび

北極圏大学関連のプログラム 
 

RJE3 プログラムは文部科学省が行う大学の世界展開力強化事業の一つであり，環境科学院，

工学院，文学研究科，農学院，理学院が中心となって申請し，平成 26 年 10 月より開始した事

業である。 
ロシアの基幹 5 大学（ウラジオストクの極東連邦大学，ヤクーツクの北東連邦大学，ユジノサ

ハリンスクのサハリン国立大学，ハバロフスクの太平洋国立大学，イルクーツクのイルクーツク

国立大学）と北海道大学の複数大学院，北海道や極東ロシアの自治体，産業界の代表などで構成

されるコンソーシアム（East Russia-Japan Expert Education Consortium，以下 RJE3 コンソ

ーシアム）を構築し，極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する人材を育成するこ

とを目的としている。 
平成29年度は、下記の実習と集中講義を大学院共通講義として実施した。 
（１）RJE3 ヤクーツク野外実習：永久凍土生態系実習（平成 29 年 8 月 8 日〜17 日）：RJE3

基礎科目の実習として大学院共通科目として実施した。北海道大学から環境科学院から 5
名、工学院から 5 名、他に農学院、情報科学研究科、公共政策大学院、生命科学院からそ

れぞれ１名の計 14 名と、ロシア北東連邦大学から 6 名の学生が参加した。また、講師陣

として、環境科学院から２名の教員が現地に赴き、北東連邦大学からは 5 名の教員が参

加し、講義・実習を分担した。永久凍土生態系に関する講義の他、参加者は４つのグルー

プに分かれてミニ研究プロジェクトを実施し、最終日に成果発表会を実施した。 
（２）永久凍土サマースクール（平成 29 年 8 月 18 日〜25 日） 

永久凍土に関するサマースクールを RJE3 の実習にひき続き実施した。本サマースクー

ルは、アラスカ大学、UNIS、北東連邦大学、北海道大学がサポートしてたちあげた北極

圏大学 Thematic Network on Permafrost のサマースクールで、UNIS、ヤクーツク、ア

ラスカにおいてそれぞれで実施している。今年度はアラスカ大学での実習が北極圏大学

のサマースクールである。上記の RJE3 サマースクール修了後、6 名の北大生（2 名が環

境科学院）が参加し、北東連邦大学からは 1 名の学生が参加した。永久凍土に関係した地

形などを見学し、最終日に発表会を行った。大学院共通科目として実施し、1 単位として

認定した。 
（３）RJE3 基礎科目（平成 29 年 8 月 28 日〜9 月 1 日）：上記のヤクーツク野外実習への参加

者に加え、ロシアの他の４大学と礼文および札幌でのサマースクールに参加した北海道

大学の学生計 55 名（環境科学院の学生 5 名を含む北大生 32 名、ロシア 5 大学からの留
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学生 23 名）が参加した。参加学生は、北海道・極東・北極圏の歴史と文化、自然環境、

生活環境と地域開発、経済・国際関係についての講義を受講し、５つのグループに分かれ

てそれぞれ２つのトピックスを選択し、それらについてグループ討論を行い、最終日にそ

のまとめを発表した。環境科学院からは 2 名の教員が講義を担当するとともに、環境科

学院の研究室訪問を実施し、実験や分析設備の見学を含めて研究内容を紹介した。 
（４）RJE3 専門科目：基礎科目に参加したロシアからの学生のうち 9 名が北海道大学に半年間

滞在し、専門科目の講義を履修した。 
 
 
 
 
 

１２ ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）研修 

①平成２９年度地球環境科学研究院・環境科学院ハラスメント予防 FD 研修会 
 開催日時：平成３０年１月１１日（木）１５：００～１６：００ 
 出席者数：２７名 
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Ⅳ 成  果 
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１３ 学位取得状況 

１３−１ 博士論文題目一覧 

 

環境起学専攻 

The beneficial effects of melinjo (Gnetum gnemon L.) seed extracts on vasolidation and cancer cell proliferation (メリンジョ（Gnetum gnemon 
L.）種子抽出物が血管拡張および癌細胞増殖に及ぼす有益な効果）Rachael Acuram Uson（環境適応科学） 

Antifouling compounds isolated from two Red Sea organisms: a Hyrtios sp. sponge and an Okeania sp. cyanobacterium (紅海由来の海綿

Hyrtios sp.およびラン藻Okeania sp.から得られた付着阻害物質) PETITBOIS Julie Gabrielle（環境適応科学） 

A study of possibility to make tourism more sustainable in Hokkaido（北海道における観光をより持続可能にする実現性に関する研究）

樋口 ゆかり（実践環境科学コース） 

Assessment of coral reef degradation and the economic loss in the Pangkajene and Kepulauan Regency, Spermonde Archipelago, Indonesia
（インドネシア・スペルモンデ諸島パンカジェネ・ケプラウワン県におけるサンゴ礁の劣化及びその経済損失の評価） LA 
ODE MUHAMMAD YASIR HAYA（国際環境保全） 

Studies on land-use/land-cover change and forest fragmentation with the implications for landslide occurrence in the 
Garhwal Himalaya, India（インド，ガルワール・ヒマラヤにおける土地利用・土地被覆変化および地すべり発生と関連し

た森林の分断化に関する研究）Batar Amit Kumar（国際環境保全） 

Sustainability of municipal solid waste management in Ulaanbaatar, Mongolia : benchmarking approach for systems 
improvement(モンゴル，ウランバートル市における固形廃棄物管理の持続可能性：国際的指標の適用によって示された途

上国都市の改善策)Byamba Bolorchimeg（国際環境保全） 

Studies on urban growth in Conakry, Guinea, using geo-spatial data（地理空間データを用いたギニア，コナクリの都市拡大

に関する研究）ARAFAN TRAORE（国際環境保全） 

Evaluation of the hazard of light emitted during arc welding（アーク溶接時に放射される光の有害性の評価）中島 均（論文

博士） 

 

地球圏科学専攻 

Effect of waterlogging on plant carbon isotope discrimination（湛水が植物炭素同位体分別に及ぼす影響）李 芳（大気海洋化学・環

境変遷学） 

A high-resolution mapping of oceanic carbon species in the high latitude North Pacific (北太平洋高緯度海域における海洋炭酸物質の高

解像度マッピング)李 勃豊（大気海洋化学・環境変遷学） 

Studies on the effects of cold terrestrial biogenic emissions of organics on the cloud forming potential of atmospheric aerosols（寒冷陸域植

生から放出される有機物が大気エアロゾルの雲生成ポテンシャルに及ぼす影響に関する研究）Mueller Astrid（大気海洋化

学・環境変遷学） 

Compound- and position-specific stable isotope methods for measuring the consumption of storage protein and lipids in plant physiology : 
implications for studies in ecology and geochemistry（植物の貯蔵アミノ酸・脂質の消費に伴う分子レベル／分子内安定同位体

分別：生態学・地球化学研究への応用を目指して）滝沢 侑子（大気海洋化学・環境変遷学） 

Glacial meltwater distribution and its variability in the northwestern Greenlandic fjord（グリーンランド北西フィヨルドにおける氷河流

出水の分布とその変動特性）大橋 良彦（大気海洋物理学・気候力学） 

Study on stable isotopes of precipitation in Hokkaido, North Japan（北海道の降水の安定同位体比に関する研究）李 肖陽（論文博士） 

An observational study of tropical cyclone intensity estimation, intensity change processes, and intensity forecast（熱帯低気圧の強度推定、

強度変化プロセス及び強度予報に関する観測的研究）嶋田 宇大（論文博士） 
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生物圏科学専攻 

Study of the microbial community structure in the rhizosphere of understory dwarf bamboo (Sasa kurilensis) in a Betula ermanii forest, northern 
Japan（日本北方林のダケカンバ林における下層ササ根圏の微生物群集の構造に関する研究）孔 嬖禾（生態系生物学） 

Genomic and proteomic study of dissimilatory sulfur metabolism(ゲノミクスおよびプロテオミクスによる異化的硫黄代謝の研究)梅澤 

和寛（生態系生物学） 

Dynamics of different branching units in crowns of Sakhalin spruce, Picea glehnii (F. Schmidt) Mast. （アカエゾマツPicea glehnii (F. 
Schmidt) Mast.の樹冠における異なる分枝ユニットの動態）陳 磊（生態系生物学） 

Foraging patterns of bumble bees across natural forest-human residential landscape（自然林―宅地景観におけるマルハナバチの採餌パ

ターン）中村 祥子（植物生態学コース） 

Mathematical models of the plant circadian clock:impact of phase regulation by sugar on plant growth(植物概日時計の数理モデル: 糖に

よる位相応答が成長に及ぼす影響）大原 隆之（植物生態学） 

Quantifying intensity and severity of natural disturbances: a case study of the impact of the 2011 Tohoku Earthquake Tsunami on rocky 
intertidal community（自然撹乱の強度と影響度の定量：東北地方太平洋沖地震による津波が岩礁潮間帯生物群集に及ぼした

インパクトについての事例研究）岩﨑 藍子（動物生態学） 

Spatial variation in community dynamics in intertidal sessile assemblages (岩礁潮間帯固着生物群集における群集動態の空間変異)金森 

由妃（動物生態学） 

Bottom-up control on mobile invertebrate community in an eelgrass bed: Contribution of different functional groups of epibiotic organisms 
（アマモ場の移動性無脊椎動物群集にはたらくボトムアップ制御：異なる機能群に属する固着性生物の貢献）百田 恭輔

（水圏生物学） 

バイオロギングシステムを用いた太平洋ニシンの産卵回遊に関する研究（Study on spawning migration of pacific herring Clupea 
pallasii using bio-logging system）富安 信（水圏生物学） 

Role of root litter on soil nitrogen transformations under winter climate change in forest ecosystems（冬季気候変動下における森林生態系

の土壌窒素変換に根リターが果たす役割）細川 奈々枝（森林圏環境学） 

ヤツメウナギの繁殖生態：乱婚におけるオスの造巣行動とメスの配偶者選択に着目して（Reproductive ecology of promiscuous 
lampreys focusing on male nest-building behavior and female mate choice）山﨑 千登勢（論文博士） 

 

環境物質科学専攻 

Studies on electrochemical immobilization of Prussian blue on carbon fiber and the adsorption behavior of cesium ions on the adsorbent(プル

シアンブルーのカーボンファイバー上への電気化学的固定化およびセシウムイオンの吸着挙動に関する研究)  山下 綾乃

（生体物質科学） 

Surface plasmon resonance immunosensor using Au nanoparticle for detection of beta agonist（βアゴニストを検出するための金ナノ粒

子を用いた表面プラズモン共鳴免疫センサの開発）Dulal Chandra Kabiraz（ナノ環境材料） 

分子性金クラスターの特異な光学物性と応答機能（Unique optical properties and response functions of molecular-sized gold clusters）
杉内 瑞穂（ナノ環境材料） 

エチレンのオゾン分解から生成する安定化クリーギー中間体とカルボン酸および水蒸気との反応性に関する研究（Studies on 
reactivity of the stabilized Criegee intermediate, produced by ethene ozonolysis, toward carboxylic acids and water vapor)矢嶋 亮次

（ナノ環境材料） 

Studies on multielectron-transfer mechanism in photocatalytic oxygen reduction by flake ball-shaped bismuth-tungstate particles（フレーク

ボール形状タングステン酸ビスマス粒子による光触媒酸素還元反応における多電子移動機構に関する研究）堀 晴菜（環境

触媒化学） 

Titania photocatalysis: New insights in the photocatalytic mechanism and exemplary applications（酸化チタン系光触媒反応：光触媒反応

機構と典型的応用における新しい視点）オウ コンルイ（環境触媒化学） 

Studies on multielectron-transfer mechanism in heterogeneous photocatalytic oxygen evolution（光触媒酸素生成反応における多電子移

動機構に関する研究）竹内 脩悟（環境触媒化学） 

Energy-resolved density of electron traps as a novel structural index for identification and characterization of metal-oxide powders（金属酸

化物粉末の同定と評価のための新規構造指標としての電子トラップ密度のエネルギー分布に関する研究）新田 明央（環境

触媒化学）  
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１３－２ 修士論文題目一覧 
環境起学専攻 
中国，泰山世界ジオパークとジオツーリズムの現状と課題 張 志洪（人間・生態システム） 

河川表層の水質汚濁による河床間隙水域への影響日 比野 愛子（人間・生態システム） 

大雪山国立公園におけるジオパーク認定のポテンシャル評価と関係団体の意識に関する研究 張 暁露（人間・生態システム） 

Characteristics of new asparagus cultivars suitable for outdoor cultivation in Hokkaido, Japan（北海道の露地栽培に適するアスパラガス

新品種の特性評価）于 海虹（人間・生態システム） 

記録的大洪水が河畔域砂州生物に与える影響～富栄養化との交互作用～王 首薇（人間・生態システム） 

カワシンジュガイ寄生成功率へ影響を与える要因：宿主魚類との同所性及び宿主魚類の疾病 北市 仁（人間・生態システム） 

Studies on the onion yield variation under recent unstable climate in Hokkaido(北海道における近年の不安定気象とタマネギの収量変動

に関する研究) 黄 莉敏（人間・生態システム） 

Evaluation of winter season visibility reduction event caused by blowing snow in Hokkaido region（北海道地方における吹雪による冬季

の視程低下イベントの評価）呉 迪（人間・生態システム） 

複数の風力発電事業に対する環境影響評価における鳥類に係る評価項目の現状と課題 －石狩地域を例に－謝 倩氷（人間・生

態システム） 

Daisetsuzan Grade: its characteristics and contribution to the nature conservation（大雪山グレード：その特徴と自然保全への貢献）Sun 
Danni（人間・生態システム） 

海洋健全度指数を用いた北海道東部沿岸域の環境評価 田村 全（人間・生態システム） 

The facilitative effects of tussocks on plant establishment are weakened by developing turfs(谷地坊主の植物定着促進効果は低茎草本群

集の発達により低下する)趙 新雪（人間・生態システム） 

Comparison of photosynthesis, growth and yield in rice ‘Akitakomachi’ grown in cool and warm regions（冷涼および温暖地で生育し

た稲‘あきたこまち’の光合成、生育と収量の比較）李 崔正陽（人間・生態システム） 

Determinants on vegetation differentiation on a post-mined peatland in Sarobetsu Mire, northern Japan（サロベツ湿原泥炭採跡地におけ

る植生分化の決定要因）李 茜（人間・生態システム） 

Aquatic food-web structure in floodplain waterbodies in relation to nutrient pollution, ecosystem size, and invasive species（氾濫原水域に

おける食物網構造と栄養塩負荷、 生態系サイズ、および外来種との関係）朱 夢鈴（人間・生態システム） 

The distribution of freshwater mussels (Unionidae)  in floodplain waterbodies in relation to habitat quality and  legacy（氾濫原水域にお

ける生息環境の質と履歴に関連したイシガイ科二枚貝の分布）Paolo Atienza Garrido（人間・生態システム） 

Fire activity and smoke pollution in Indonesia under the influence of drought induced by 2015 El-Niño episode（2015年のエルニーニョに

伴う干ばつのもとで発生したインドネシアの火災と煙汚染）Radyan Putra Pradana（人間・生態システム） 

Antimalarial activity of secondary metabolites isolated from the marine cyanobacterium Moorea bouillonii and the red alga Laurencia sp.（海

洋ラン藻 Moorea bouillonii と紅藻 Laurencia 属から得られた２次代謝産物の抗マラリア活性）Imam Fathoni（環境適応科

学） 

発展途上国河川での水質調査結果と流域環境との関係性 大前 学（環境適応科学） 

異なる数のピリジル基を有する非ヘム錯体による有機汚染物質の酸化分解 小田 光希（環境適応科学） 

紅藻ウラソゾ単種培養藻体 RNA-seq 解析による含ハロゲン化合物の生合成研究 工藤 崇幸（環境適応科学） 

Adsorption mechanism of Cu (Ⅱ) in water environment using chitosan - nano zero valent iron - activated carbon composite beads（キトサ

ン-ナノ零価鉄-活性炭混合ビーズを用いた水環境中における銅の吸着機構）久保田 諒（環境適応科学） 

Effect of catechins under glucose treatment in PC12 cells（PC12細胞におけるグルコース処理条件下でのカテキン類の影響）佐藤 恵

美（環境適応科学） 

TEX₈₆を用いたアンダマン海の中期更新世遷移期水温変動復元 鈴木 俊大（環境適応科学） 

腐植物質前駆体が共存した海水へのヘマタイトからの鉄への溶出挙動 田中 淳（環境適応科学） 
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Possibility of pollution assessment by element analyses in wine（ワイン中元素分析による汚染評価の可能性）袴田 峻佑（環境適応

科学） 

Cytotoxic secondary metabolites from a cultured marine cyanobacterium Leptolyngbya sp.（海洋シアノバクテリアLeptolyngbya sp.の培

養藻体から得られた細胞毒性物質）梁 維（環境適応科学） 

Combined effect of cisplatin and polyphenol in PC12 cells（PC12細胞におけるシスプラチンとポリフェノールの複合効果）木村 文

也（環境適応科学） 

Chlorogenic acid inhibits apoptosis induced by serum deprivation（クロロゲン酸による無血清誘導アポトーシスの阻害）一戸 雪乃

（環境適応科学） 

Production and characterization of biosurfactants from cyanobacteria（シアノバクテリア由来の界面活性物質の探索）Jakia Jerin Mehjabin
（環境適応科学） 

地球温暖化の基礎知識に関する初等中等教育における学習内容 磯飛 周平（実践環境科学） 

品質マネジメントシステムからみた博物館展示に対する考察 片島 幹太（実践環境科学） 

Study on the relationship between water quality and the riparian buffer zones, Case of the Sorachi river and Chubetsu river（河川の水質と

河川緩衝帯との相関に関する研究、空知川と忠別川を対象として）金 東炫（国際環境保全） 

Mineral composition analysis of marine sediments at offshore of Miyagi, Fukushima and Ibaraki prefectures(宮城県・福島県・茨城県沖の

海底堆積物の鉱物組成分析)馬 浩原（国際環境保全） 

Cross cultural investigation on heating system between Sapporo city and Tianjin city during winter season(冬期間の札幌市と天津市の暖房

システムに関する異文化間調査)Yu Jiao（国際環境保全） 

A comparison of the effectiveness of modified natural fiber for oil spill cleanup in Niger Delta, Nigeria(ナイジェリア，ニジェールデルタ

における流出油を浄化できる天然繊維の有効性比較)Omede Nkem Chukwukem（国際環境保全） 

Chemical characterization and removal effect by some chemical cleaners on heavy metals in lead-contaminated field soils in Kabwe, Zambia
（ザンビア国カブウェにおける鉛汚染畑土中の重金属の存在形態と化学洗浄剤の除去効果）金 鳴（国際環境保全） 

Tourism impacts on society and land use/land cover changes in Sagarmatha (Mount Everest) National Park, Nepal（ネパール，サガルマー

タ（エベレスト山）国立公園における社会変化および土地利用土地被覆変化へのツーリズムの影響）孫 玉潔（国際環境保

全） 

Indoor airborne radioactivity measurement in dwellings near tailings dumps of abandoned gold/uranium mine in West Rand district, South 
Africa（南アフリカ国ウエストランド郡の金・ウラン廃鉱の鉱滓堆積場周辺における住居室内空気の放射能測定）Moremi 
Lesley Chegofatso（国際環境保全） 

Study on sustainable campus of North-Eastern Federal University, Russia(ロシア・北東連邦大学のサステイナブルキャンパスに関する

研究)山中 遼（国際環境保全） 

Effects of lyophilized banana passion fruit (Passiflora mollissima) on cell dead mechanism in PC12 cells（PC12細胞における凍結乾燥バ

ナナパッションフルーツ標品の細胞死機構に及ぼす影響）Elisa Pamela Samaniego Viscaino（国際環境保全） 

Protective effects of selenium on cadmium induced cytotoxicity in PC12 cells（PC12細胞におけるカドミウム誘導細胞毒性に及ぼすセ

レンの保護効果）Mst. Kaniz Fatima Binte Hossain（国際環境保全） 

 

地球圏科学専攻 
夏季の西部北太平洋亜熱帯域表層における溶存有機物の動態 河村 貴帆（大気海洋化学・環境変遷学） 

東シベリアタイガ林における異常気象が炭素・窒素循環に及ぼす影響 齋藤 奏磨（大気海洋化学・環境変遷学） 

オホーツク海の海氷と生物生産  ～海氷融解による鉄の供給プロセスと植物プランクトンの成長～柴野 雄介（大気海洋化学・

環境変遷学） 

Diagnosis of nitrogen cycle in rivers at Hokkaido referring to nitrate dual isotopes（硝酸塩二重同位体を用いた北海道におけ

る河川の窒素循環の診断）周 丹峰（大気海洋化学・環境変遷学） 

鉱物組成を用いた完新世における別府湾への陸源砕屑物の供給源及び運搬量の変動復元 丸山 亜伊莉（大気海洋化学・環境変

遷学） 

中期完新世における別府湾古水温の数十年変動の復元 三浦 直人（大気海洋化学・環境変遷学） 
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東シベリアヤクーツク周辺の河川・湖沼における水同位体比と水質の解析 森 敦紀（大気海洋化学・環境変遷学） 

High precision measurement of oceanic carbon system and estimation of pH distribution in the western North Pacific(高精

度炭酸系データを用いた西部北太平洋海域のpH推定に関する研究)山﨑 玲寿（大気海洋化学・環境変遷学） 

Spatiotemporal variation of diatom abundance in surface waters of the North Pacific with special reference to hydrographic 
properties（北太平洋表層における珪藻類現存量の時空間変化とその水文学的特性との関係）Qiu WeiChen（大気海洋化学・

環境変遷学） 

グリーンランド北西部Bowdoin氷河における末端位置の変動と海底地形の関係 浅地 泉（雪氷・寒冷圏科学） 

森林下の積雪表面における夜間熱環境の熱収支的考察 加藤 和輝（雪氷・寒冷圏科学） 

融雪期における土壌乾湿状態の変動と河川流出への寄与 簗場 大将（雪氷・寒冷圏科学） 

南パタゴニア氷原グレイ氷河における近年の末端変動とそのメカニズム 山本 淳博（雪氷・寒冷圏科学） 

熱帯での観測データに基づいた雲粒子ゾンデCPSの検証 小野 貴司（大気海洋物理学・気候力学） 

ケープダンレー底層水の流出経路の推定 濱口 萌愛（大気海洋物理学・気候力学） 

ブラジル／マルビナス海流の合流とその分岐による南大洋のフロント形成機構 東 弓弦（大気海洋物理学・気候力学） 

極域オゾンと中高緯度渦熱フラックスの線形関係に関する考察 小寺 沙也加（大気海洋物理学・気候力学） 

気候-植生相互作用を考慮した過去と将来の北極温暖化メカニズムの比較 鈴木 まりな（大気海洋物理学・気候力学） 

過去40年における南極コスモノートポリニヤの平均像と変動 瀬戸口 彩（大気海洋物理学・気候力学） 

オホーツク海の海氷面積変動が大気・海洋に及ぼす影響 髙橋 祐輔（大気海洋物理学・気候力学） 

格子ボルツマン法を用いた接地境界層乱流の解析 中島 正寛（大気海洋物理学・気候力学） 

日本海を通過する寒冷前線の多重構造とその形成メカニズム 平沢 雅弘（大気海洋物理学・気候力学） 

大規模アンサンブルデータを用いた日本周辺における台風通過頻度の将来変化に関する要因解析 松下 侑未（大気海洋物理

学・気候力学） 

平成27年9月関東・東北豪雨における地形の効果 山下 真莉奈（大気海洋物理学・気候力学） 

ウェッデル海陸棚域における水温・塩分の長期変動 劉 陽（大気海洋物理学・気候力学） 

 

生物圏科学専攻 
カイコ幼虫における傷害関連分子パターン（DAMPs）の同定 石川 晴菜（生態系生物学） 

Reproductive compensation strategy of a perennial plant Sanguisorba tenuifolia var. alba to specialist herbivore, Phengaris 
teleius（植食者ゴマシジミに対する多年生植物ナガボノシロワレモコウの繁殖補償戦略）内田 葉子（生態遺伝学） 

Comparisons of life history characteristics and genetic structures among the populations in a monocarpic perrenial herb, 
Cardiocrinum cordatum var. glehnii（一回繁殖型多年生草本オオウバユリの生活史特性と遺伝構造の集団間比較）大嶋 希

美（生態遺伝学） 

Evolutionary implications of sequence variation of the two pigmentation genes in the Polynesian rat (Rattus exulans)(ナン

ヨウネズミにおける色素産生遺伝子配列多型の進化的推察)小林 素子（生態遺伝学） 

シロイヌナズナのbor1-1抑圧変異株#55及びGAUT変異株を用いたホウ素欠乏耐性遺伝子の同定 川瀬 誠喜（分子生物学） 

人工手錠タンパク質によるプラスミドDNAの消去 児玉 瑠依（分子生物学） 

工場排水を活用したウキクサバイオマス生産の可能性 小林 美水（分子生物学） 

高度好熱性Geobacillus属細菌におけるアルカン分解能の評価 玉田 いつみ（分子生物学） 

ウキクサ成長促進微生物の生産する植物成長促進因子の探索とその特徴 田村 祥（分子生物学） 

自己組織化ペプチドを含む人工転写因子 渡辺 恵梨奈（分子生物学） 
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Life history and population dynamics of Phyllonorycter leaf miners on Quercus dentata at Ishikari coast（石狩浜のカシワ

林におけるキンモンホソガ属潜葉性昆虫の生活史と個体群動態）松浦 輝（植物生態学） 

Variations in genetic structure and reproductive system of Vaccinium vitis-idaea across the lowland–alpine populations（コ

ケモモの遺伝構造と繁殖システムの低地－高山個体群間変異）和久井 彬実（植物生態学） 

都市の分断林に生息するエゾリスの個体群構造：均一な大集団か、複数の孤立集団か？ 渡辺 充（動物生態学） 

東北地方太平洋沖地震後の岩礁海岸の帯状分布：潮間帯全域での6年間の変化 織田 さやか（動物生態学） 

リス科10種における個体群統計量の定量的解析：エゾリスの生存率推定を添えて 谷尾 伊織（動物生態学） 

Early phase of the invasion of the intertidal barnacle Perforatus perforatus on the Sanriku Coast of Japan: invasion 
dynamics and impacts on endemic species(ナンオウフジツボの三陸沿岸における侵入の初期相:侵入動態と在来種への影

響)野口 遥平（動物生態学） 

Latitudinal gradient of stability of community abundance for rocky intertidal grazers along the Pacific coast of Japan(日本

列島太平洋沿岸における岩礁潮間帯植食性軟体動物の群集アバンダンスの安定性の緯度勾配)藤井 玲於奈（動物生態学） 

Parasite community of rodents along an urban-natural gradient in Hokkaido. （北海道の都市－森林勾配における小型齧歯

類の寄生虫群集）Jason Lee Anders（動物生態学） 

アイナメの個体識別を目的としたSTRマルチプレックスの構築 加藤 大棋（水圏生物学） 

北西太平洋におけるヨシキリザメ Prionace glauca 成熟メスの鉛直遊泳行動に関する研究 石見 裕太（水圏生物学） 

仙台湾におけるイカナゴ幼魚の分布特性の把握に関する研究 小川 真拓（水圏生物学） 

Study on intraspecific differences in the diet of the Kuril harbor seals (Phoca vitulina stejnegeri) using the DNA 
metabarcoding DNA analysis（DNAメタバーコーディング食性解析手法を用いたゼニガタアザラシ(Phoca vitulina 
stejnegeri)の食性の種内変異に関する研究）神保 美渚（水圏生物学） 

繁殖なわばりを形成するアイナメ雄に対する3Dデジタルカメラを用いた水中での非捕獲的体長測定 橋爪 伸崇（水圏生物学） 

根室海峡北部におけるシャチの行動様式と生息地利用 宮本 春奈（水圏生物学） 

Effects of ocean warming on plant-plant and plant-animal interactions in surfgrass bed（海水温上昇がスガモ場の植物－植

物および植物－動物関係に与える影響）山口 遥香（水圏生物学） 

Spatial variation in primary producers and epifaunal community of eelgrass beds in eastern Hokkaido（北海道東部のアマ

モ場における一次生産者と葉上動物群集の空間変異）難波 瑞穂（水圏生物学） 

非発情期におけるニホンジカ(Cervus nippon)オスの社会関係 日下部 力（森林圏環境学） 

種子段階での防衛シグナル処理が樹木-昆虫相互作用に及ぼす長期的影響 芳賀 真帆（森林圏環境学） 

Comparison of susceptibility to toxic toad between its predators in natural and invaded ranges（有毒ヒキガエルの原産地と

移入先に生息する捕食者種間における脆弱性の比較）小宅 成美（森林圏環境学） 

北方林におけるミミズ群集が土壌団粒に及ぼす影響の解明： 有機物動態への示唆 河上 智也（森林圏環境学） 

森林流域中における溶存有機物形態の季節変化が金属イオン動態に与える影響 小林 高嶺（森林圏環境学） 

哺乳類分布の季節変動を規定する要因は何か －狭い範囲で環境が大きく異なる生息地において－櫻庭 知帆（森林圏環境学） 

異なる土地利用下における土壌からの亜酸化窒素発生と栄養塩動態の関係 長根 美和子（森林圏環境学） 

トドマツ人工林における伐採後の土壌窒素動態と渓流への窒素溶脱 平野 和貴（森林圏環境学） 

北海道のMyodes属2種（Myodes rufocanus、Myodes rex）の分布域の違いに伴う形態変異 藤原 有沙（森林圏環境学） 

雪解け時期の早まりが樹木の葉フェノロジーと成長に及ぼす影響 -種内および種間での比較-丸毛 絵梨香（森林圏環境学） 

Formation process estimation of population genetic structure in two vole species (Myodes rufocanus and Myodes rex) from 
comparisons of demographic histories and divergence times（集団サイズの変化と分岐年代の比較に基づくヤチネズミ属

2種（Myodes rufocanus、Myodes rex）の遺伝的集団構造の形成過程の推定）村上 翔大（森林圏環境学） 

エゾシカ個体群における分集団構造の季節変化：境界は物理的障壁によって作り出されるのか、生物学的な要因によるもの か

森本 祥子（森林圏環境学） 
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ススキ開花遺伝子Hd5およびHd6の多型解析 井上 朋哉（耕地圏科学） 

花粉培養系における多糖類および雌ずい抽出物が花粉発芽に及ぼす影響 大畑 慶真（耕地圏科学） 

ハルガヤ (Anthoxanthum odoratum)におけるアレロケミカルの蓄積と草地更新への影響 毛糠 智子（耕地圏科学） 

冷涼気象下での加工用トマトの生育と収量に及ぼすヘアリーベッチの効果 瀬沢 瑛（耕地圏科学） 

ハスカップとミヤマウグイスカグラの種間雑種の評価と利用に関する研究〜果実形質の解析と戻し交雑による変異拡大〜藤田 

凌平（耕地圏科学） 

Effect of  plant growth in Galega orientalis by inoculating Rhizobium galegae isolates collected from various regions in 
Hokkaido（北海道各地から採集したガレガ根粒菌株の接種によるガレガ植物生長への影響）魯 学思（耕地圏科学） 

Genetic polymorphism of the Ehd1 flowering gene in Miscanthus sinensis（ススキにおける開花遺伝子Ehd1の遺伝的多様性）

FIORELLA DEBORA BRICENO NUNEZ（耕地圏科学） 

 

環境物質科学専攻 

Danicalipin A 誘導体の合成研究 秋山 拓哉（生体物質科学） 

ラン藻Dolichospermum heterosporumから得られたトリプシン阻害物質の構造研究 小野木 怜子（生体物質科学） 

プロテウス属由来のL-fucosamine含有O抗原糖鎖の合成研究 佐藤 良祐（生体物質科学） 

Vinigrolの全合成研究 仙北 晃久（生体物質科学） 

極性界面の環境変化に波長応答する蛍光インジゲーターの創製 近田 翔太（生体物質科学） 

Dolastatin 16誘導体の合成研究 中村 謙介（生体物質科学） 

6-ピバロイル-グルコースを出発物質とするβグルカンの合成研究 廣澤 直樹（生体物質科学） 

Pandoraea 菌 O-抗原三糖の合成を目指したアジド糖誘導体の合成研究 綿谷 将太朗（生体物質科学） 

サブナノ金クラスターの変換反応における光照射効果 菊池 慎平（ナノ環境材料） 

表面被覆した金属硫化物電極の調製と光電気化学特性 石原 由貴（ナノ環境材料） 

強酸を添加した酸化クロム触媒によるメタクロレインの選択酸化 岩倉 宏樹（ナノ環境材料） 

異方性 Au6クラスターが示す特異な光応答性クロミズム挙動 岡安 岳史（ナノ環境材料） 

窒素導入カーボン担持 Pt-Ni ナノフレームの酸素還元活性および耐久性の向上 小倉 和也（ナノ環境材料） 

配位子設計を通じた一次元 Au チオラート配位高分子の特性制御 小野 壮哉（ナノ環境材料） 

アイオノマー被覆 Pt(111)電極における界面構造と酸素還元反応との相関 齋藤 僚（ナノ環境材料） 

Sn/Al2O3と Pd/Al2O3の共分散反応系が水中硝酸イオン還元反応を促進する理由の解明 相馬 拓弥（ナノ環境材料） 

Hf 含有*BEA 型ゼオライトのフッ素を用いる新規ポスト合成法の開発 染谷 巧（ナノ環境材料） 

分光電気化学による一酸化窒素還元酵素修飾電極における反応追跡 中川 省吾（ナノ環境材料） 

異元素部分置換によってレドックス特性を制御した SrFeO3の炭化水素酸化触媒特性 橋本 和孝（ナノ環境材料） 

アークプラズマ蒸着金属ナノ粒子の酸素還元活性と担体効果 原 由樹（ナノ環境材料） 

多核金属錯体担持カーボンを用いた酸素還元電極触媒の開発 松原 直啓（ナノ環境材料） 

1,2-プロパンジオールの選択的脱水反応を促進する金属リン酸塩触媒の探索 山口 千晶（ナノ環境材料） 

水中過塩素酸イオンを水素化分解する担持金属触媒の探索 吉田 大生（ナノ環境材料） 

コバルト含有カーボン電極が示す二元機能触媒活性 米内 翼（ナノ環境材料） 

Electron donor-acceptor molecular dyads for fluorescence sensing of singlet oxygen（一重項酸素検知のための蛍光性ドナー

アクセプター連結分子）小原 怜子（光電子科学） 
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Structures and physical properties of coordination polymers containing  similar components to ionic liquids（イオン液体に

類似の成分を含む配位高分子の構造と物性）鄭 キン（光電子科学） 

酸化チタン系光触媒有機物分解反応におけるビスマス担持による活性向上機構の解明 柴 俊介（環境触媒化学） 

低原子価チタンを含む酸化チタンの酸塩基性質と触媒特性 長尾 昌紀（環境触媒化学） 

光触媒酸素発生速度の光強度依存性解析にもとづく担持助触媒作用機構の解 明吉原 駿（環境触媒化学） 

 

 

１３−３ 修業年限修業学位取得率 
 

博士後期課程 

 

 入学者数 

平成２９年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

平成２７年４月 

入学者 
42 12 28.6 

 

※ 修士（博士前期）課程は省略（概ね年限内で取得している） 
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１４ 研究成果発表状況 
 
１４−１ 査読有り論文 

 
 平成２９年度に受理された査読有り論文を専攻毎にまとめる。下線の氏名は環境科学院学生（修了者

も学院所属時の発表ならば含む）、イタリックの氏名は学院教員、括弧内は受理日（年／月／日）を表し

ており、受理された年度（4 月１日―3 月 31 日）で分けている。なお、教員のみの業績については各部局

の報告等に所載するため掲載していない。専攻を跨いでいる業績に関しては*印を付けている（以下同じ）。 
 
環境起学専攻 
Akter, M., Rahman, Md. M., Ullah, A. K. M. A., Sikder, Md. T., Hosokawa, T., Saito, T., Kurasaki, M. 

(2018) Brassica rapa var. japonica leaf extract mediated green synthesis of crystalline silver 
nanoparticles and evaluation of their stability, cytotoxicity and antibacterial activity. Journal of 
Inorganic and Organometallic Polymers and Materials, 28(4), 1483-1493. (2018/2/28) 

Akter, M., Sikder, Md. T., Rahman, Md. M., Ullah, A. K. M. A., Hossain, K. F. B., Banik, S., Hosokawa, 
T., Saito, T., Kurasaki, M. (2018) A systematic review on silver nanoparticles-induced cytotoxicity: 
Physicochemical properties and perspectives. Journal of Advanced Research, 9, 1-16. 
(2017/10/25) 

Batar, A. K., Watanabe, T., Kumar, A. (2017) Assessment of land-use/land-cover change and forest 
fragmentation in the Garhwal Himalayan region of India. Environments, 4(2), 34. (2017/4/17) 

Boniface, W. K., Sato, T. (2018) Interannual and spatial variability of solar radiation energy potential 
in Kenya using Meteosat satellite. Renewable Energy, 116, 89-96. (2017/9/22) 

Byamba, B., Ishikawa, M. (2017) Municipal solid waste management in Ulaanbaatar, Mongolia: 
system analysis. Sustainability, 9, 896. (2017/5/22) 

Dagvadorj, L., Byamba, B., Ishikawa, M. (2018) Effect of local community's environmental perception 
on trust in a mining company: a case study in Mongolia. Sustainability, 10, 614. (2018/2/23) 

Dai, Y., Zhang, K., Li, J., Jiang, Y., Chen, Y., Tanaka, S. (2017) Adsorption of copper and zinc onto 
carbon material in an aqueous solution oxidized by ammonium peroxydisulphate. Separation and 
Purification Technology, 186, 255-263. (2017/5/28) 

Hossain, K. F. B., Rahman, Md. M., Sikder, Md. T., Saito, T., Hosokawa, T., Kurasaki, M. (2018) 
Inhibitory effects of selenium on cadmium-induced cytotoxicity in PC12 cells via regulating 
oxidative stress and apoptosis. Food and Chemical Toxicology, 114, 180-189. (2018/2/14) 

Islam, Md. A., Rahman, Md. M., Bodrud-Doza, Md, Muhib, Md. I., Shammi, M., Zahid, A., Akter, Y., 
Kurasaki, M. (2018) A study of groundwater irrigation water quality in south-central 
Bangladesh: A geo-statistical model approach using GIS and multivariate statistics. Acta 
Geochimica, 37(2), 193-214. (2017/6/29) 

Lopez, J. A. V., Petitbois, J. G., Vairappan, C. S., Umezawa, T., Matsuda, F., Okino, T. (2017) 
Columbamides D and E: Chlorinated fatty acid amides from the marine cyanobacterium Moorea 
bouillonii collected in Malaysia. Organic Letters, 19(16), 4231-4234. (2017/8/7) 

Mitsui, S., Shimamura, M., Yamanaka, Y. (2017) IR survey using education support system in 
research university. 6th IIAI International Congress on Advanced Applied Informatics, 142-146. 
(2017/5/16) 

Miura, K., Izumi, H., Saito, Y., Asato, K., Negishi, J. N., Ito, K., Oomori, A. (2018) Assessment of a 
unionid freshwater mussel (Pronodularia japanensis) population in an agricultural channel 
during the 4 years following reintroduction. Landscape and Ecological Engineering, 14, 157-164. 
(2017/6/24) 

Negishi, J. N., Sakai, M., Okada, K., Iwamoto, A., Gomi, T., Miura, K., Nunokawa, M., Ohhira, M. 
(2018) Cesium-137 contamination of river food webs in a gradient of initial fallout deposition in 
Fukushima, Japan. Landscape and Ecological Engineering, 14, 55-66. (2017/5/15) 

Oguri, Y., Watanabe, M., Ishikawa, T., Kamada, T., Vairappan, C. S., Matsuura, H., Kaneko, K., Ishii, 
T., Suzuki, M., Yoshimura, E., Nogata, Y., Okino, T. (2017) New marine antifouling compounds 
from the red alga Laurencia sp. Marine Drugs, 15, 267. (2017/8/23)* 

Petitbois, J. G., Casalme, L. O., Lopez, J. A. V., Alarif, W. M., Abdel-Lateff, A., Al-Lihaibi, S. S., 
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Yoshimura, E., Nogata, Y., Umezawa, T., Matsuda, F., Okino, T. (2017) Serinolamides and 
lyngbyabellins from an Okeania sp. cyanobacterium collected from the Red Sea. Journal Natural 
Products, 80(10), 2708-2715. (2017/10/11)* 

Prasetyo, E., Toyoda, K. (2017) Solid phase extraction of thorium and uranium and their separation 
from lanthanides using humic acid silica gel as a low-cost adsorbent. Journal of Engineering and 
Technological Sciences, 49(4), 508-519. (2017/10/17) 

Rahman, Md. M., Islam, Md. A., Bodrud-Doza, Md., Muhib, Md. I., Zahid, A., Shammi, M, Tareq, S. 
M., Kurasaki, M. (2018) Spatio-temporal assessment of groundwater quality and human health 
risk: A case Study in Gopalganj, Bangladesh. Exposure and Health, 10, 167-188. (2017/8/29) 

Rahman, Md. M., Ukiana, J., Uson-Lopez, R. A., Sikder, Md. T., Saito, T., Kurasaki, M. (2017) 
Cytotoxic effects of cadmium and zinc co-exposure in PC12 cells and the underlying mechanism. 
Chemico-Biological Iteractions, 269, 41-49. (2017/4/4) 

Rahman, Md. M., Uson-Lopez, R. A., Sikder, Md. T., Tan, G., Hosokawa, T., Saito, T., Kurasaki, M. 
(2018) Ameliorative effects of selenium on arsenic-induced cytotoxicity in PC12 cells via 
modulating autophagy/apoptosis. Chemosphere, 196, 453-466. (2017/12/22) 

Sakai, Y., Takada, T. (2017) The analysis of an effect of seed propagation on defense strategy against 
pathogen transmission within clonal plant population using lattice model. Journal of Theoretical 
Biology, 427, 65-76. (2017/5/2) 

Shammi, M., Rahman, Md. M., Islam, Md. A., Bodrud-Doza, Md., Zahid, A., Akter, Y., Quaiyami, S., 
Kurasaki, M. (2017) Spatio-temporal assessment and trend analysis of surface water salinity in 
the coastal region of Bangladesh. Environmental Science and Pollution Research, 24(16), 14273-
14290. (2017/4/3) 

Sikder, Md. T., Jakariya, Md., Rahman, Md. M., Fujita, S., Saito, T., Kurasaki, M. (2017) Facile 
synthesis, characterization, and adsorption properties of Cd (II) from aqueous solution using β-
cyclodextrin polymer impregnated in functionalized chitosan beads as a novel adsorbent. Journal 
of Environmental Chemical Engineering, 5(4), 3395-3404. (2017/6/4) 

Simu, S. A., Sikder, Md. T., Uddin, M. J., Deeba, F., Kashem, M. A., Mondal, K. P., Akter, M., Rahman, 
Md. M., Banik, S., Kurasaki, M. (2018) Monitoring of heavy metal pollution and GIS derived land 
use changes in the major economic zone of Bangladesh. Sustainable Water Resources 
Management, 4(3), 655-666. (2017/6/12) 
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enhances on apoptosis induced by serum deprivation in PC12 cells mediated by mitochondrial 
signaling pathway. Environmental Toxicology and Pharmacology, 57, 175-180. (2017/12/16) 

Terui, A., Negishi, J. N., Watanabe, N., Nakamura, F. (2018) Stream resource gradients drive 
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(2017/8/27) 

Traore, A., Watanabe, T. (2017) Modeling determinants of urban growth in Conakry, Guinea: A spatial 
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Yamashita, A., Sasaki, T., Tanaka, S. (2017) Electrochemical synthesis and immobilization of a 
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Environmental Chemical Engineering, 5, 2912-2920. (2017/5/28) 

Yokomizo, H., Takada, T., Fukaya, K., Lambrinos, J. (2017) The influence of time since introduction 
on the population growth of introduced species and the consequences for management. 
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＜平成 28 年度報告書以前の記載漏れ＞ 
Higuchi, Y., Yamanaka, Y. (2017) Collaborative knowledge production development and action design 

between university researchers and local stakeholders in food tourism: a study of the practical 
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地球圏科学専攻 
Aoki, S., Kobayashi, R., Rintoul, S. R., Tamura, T., Kusahara, K. (2017) Changes in water properties 

and flow regime on the continental shelf off the Adelie/George V Land coast, East Antarctica, 
after glacier tongue calving. Journal of Geophysical Research: Oceans, 122(8), 6277-6294. 
(2017/7/18) 
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baroclinic jet structure of the Soya Warm Current during summer. Journal of Oceanography, 74, 
339–350. (2018/1/26) 

Kashiwase, H., Ohshima, K. I., Nihashi, S., Eicken, H. (2017) Evidence for ice-ocean albedo feedback 
in the Arctic Ocean shifting to a seasonal ice zone. Scientific Reports, 7, 8170. (2017/7/12) 
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summer. Journal of Geophysical Research Atmospheres, 122, 9301-9318. (2017/8/9) 

Müller, A., Miyazaki, Y., Tachibana, E., Kawamura, K., Hiura, T. (2017) Evidence of a reduction in 
cloud condensation nuclei activity of water-soluble aerosols caused by biogenic emissions in a 
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distribution of nutrients and microalgae in flooded Antarctic multiyear ice. Journal of 
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＜平成 28 年度報告書以前の記載漏れ＞ 
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１５ 修了後の進路 
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１５−２ 修士（博士前期）課程修了者 
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リューションズ，三菱 UFJインフォメーションテクノロジー株式会社 ，日立産機システム，北日本貿易株式会

社，サンデンホールディングス株式会社，三菱ケミカル株式会社，北海道電力株式会社，北海道コカコーラボト

リング，三井造船環境エンジニアリング株式会社，伊藤園，Merck Sharp & Dohme，栃木県，山九株式会社，

Department of Water and Sanitation，株式会社 TLV，JSP，ゼブラ株式会社 

 

地球圏科学専攻 
株式会社シーズ・ラボ，キャリアバンク株式会社，アジア航測株式会社，三井共同建設コンサルタント株式会

社，一般財団法人日本環境衛生センター，テクノプロデザイン社，双日，土木管理総合試験所，PWCコンサルティ

ング合同会社，富士通株式会社，気象庁，北海道ガス株式会社，社会システム株式会社，株式会社 宇徳，国土

地理院，千葉県立小金高等学校，朝日航洋，札幌市役所，三菱総研 DCS 

 

生物圏科学専攻 
バイオマスリサーチ株式会社，豊富町役場，秋田市役所，株式会社セコマ，株式会社 エル・ティー・エス，北海

道糖業株式会社，医療法人三慧会，北海道電力株式会社，東芝デベロップメントエンジニアリング株式会社，株

式会社オーエスピー，株式会社ヤマハミュージックジャパン，神奈川県庁（水産職），東京都職員（水産職），

日産自動車，環境省，株式会社ヤマト科学，株式会社野生動物保護管理事務所，林野庁（総合職），株式会社グ

ランドワンファーム，京都府 林務，武蔵野女子中学校高等学校，北海道教育委員会，朝日工業株式会社，株式

会社ロイズコンフェクト，日本マクドナルド株式会社 

 

環境物質科学専攻 
日本化薬株式会社，浜理薬品工業株式会社，生化学工業株式会社，日本原燃株式会社，生化学工業株式会社，北

海道信用漁業協同組合連合会，日本原燃株式会社，アサヒビール株式会社，北海道庁，東京税関，日本ライナー

株式会社，富士紡ホールディングス株式会社，トヨタ自動車株式会社，新日鐵住金株式会社，スズキ株式会社，

株式会社コガネイ，太陽日酸株式会社，京セラ株式会社，株式会社デンソー，古河電気工業株式会社，ニチレキ

株式会社，株式会社 GeeeN，日本ケミコン株式会社，日本クロージャー株式会社，株式会社 LIXIL，三井化学株式

会社 
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Ⅴ 補  遺 
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１６ 規程 

 

 
北海道大学大学院環境科学院規程 

平成１７年４月１日 

海大達第４９号 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則（平成16年海大達第31号）第27条の３第４項の規

定に基づき，環境科学院（以下「本学院」という。）の教育課程等に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

（目的） 

第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を

行うとともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

第１章の２ 専攻及び課程 

（専攻） 

第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 

環境起学専攻 

地球圏科学専攻 

生物圏科学専攻 

環境物質科学専攻 

（課程） 

第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 

第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 

（入学） 

第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則（昭和29年海大達第３号。以下「通

則」という。）第４条第５項に規定する修士課程（以下「修士課程」という。）にあっては，通則第10

条第１項各号のいずれかに，通則第４条第５項に規定する博士後期課程（以下「博士後期課程」とい

う。）にあっては，通則第10条第２項各号のいずれかに該当する者とする。 

２ 前項に規定する者のうち，本学院の行う選考に合格した者については，教授会の議を経て，総長が入

学を許可する。 

（再入学及び転学） 

第４条 通則第13条各号に該当する者が本学院に再入学又は転学を願い出た場合は，選考の上，教授会

の議を経て，総長がこれを許可することがある。 

（所属変更及び転専攻） 

第４条の２ 通則第13条の２第１号に該当する者が本学院に所属の変更を願い出た場合及び通則第13条

の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上，教授会の議を経て，学院長がこれを許

可することがある。 

第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 

（授業科目及び単位） 

第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目を

設けることができる。 

（単位数の計算の基準） 

第５条の２ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に

必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については，30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実習については，45時間の授業をもって１単位とする。 
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（課程の修了要件） 

第６条 修士課程の修了要件は，大学院に２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導

を受けた上，修士課程の目的に応じ，本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果の

審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者について

は，大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 本学院において教育上有益と認めるときは，他の専攻，研究科，他の学院若しくは教育部の専攻又は

学部の授業科目を指定して履修させ，修士課程の単位とすることができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院共通授業科目規程（平成12年海大達

第24号）に定める授業科目（次条において「共通授業科目」という。）を指定して履修させ，修士課程

の単位とすることができる。 

第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあ

っては，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し，修士課程において30単位以上，博士

後期課程において10単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士

論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者

については，大学院に３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程

における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件

については，前項中「５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程

における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期間」と，

「３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における２年の在学

期間を含む。）」とあるのは「３年（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替えて，前項の規

定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条の規定により，

大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博士課

程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10単位以

上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格すること

とする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年以上在学

すれば足りるものとする。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定によ

り修得すべき単位とすることができる。 

（長期履修） 

第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議

を経て，その計画的な履修（以下「長期履修」という。）を認めることができる。 

２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を

経て，学院長が別に定める。 

（他大学の大学院等における履修等） 

第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授

業科目を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との

間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の

国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）におい

て学修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士

課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は

第７条の規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは

研究所等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めるこ

とができる。ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年を

超えないものとする。 

 

（入学前の既修得単位の認定） 
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第10条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学生

が，本学院に入学する前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得し

た単位（科目等履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。）又は外国の大学の大学

院若しくは国際連合大学において学修した成果を，本学院に入学した後の本学院における授業科目の

履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，本学大学院において修得した単位

以外のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，第６条

第１項又は第７条の規定のより修得すべき単位の一部とすることができる。 

（履修方法） 

第11条 授業科目の履修方法の細目については，教授会の議を経て，学院長が定める。 

（試験） 

第12条 各授業科目の試験（以下「科目試験」という。）は，当該授業科目の授業が終了した学期末に行

う。ただし，やむを得ない事由があるときは，教授会の議を経て，臨時に実施することができる。 

（成績の評価） 

第13条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の５種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 

（学位論文の提出期日） 

第14条 修士課程及び博士課程の学位論文は，本学院の定める期日までに提出しなければならない。 

第４章 課程修了の認定 

（課程修了の認定） 

第15条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経

て，総長がこれを認定する。 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生 

（特別聴講学生） 

第16条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国

の大学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することが

できる。 

２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 

３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第12条及び第13条の規定を準用する。 

（特別研究学生） 

第17条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生が

あるときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

第18条 削除 

（外国人留学生） 

第19条 通則第47条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，総長がこれを許

可することがある。 

 

附 則 

１ この規程は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成17年海大達第45号）附則第２項に規定する地球

環境科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学

専攻に在学する者（以下「地球環境科学研究科在学者」という。）に係る教育課程の実施及び課程修了

の認定は，同附則第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究科在学者

に係る教育課程，課程修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定める。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程（平成５年海大達第15号）は，廃止する。 

附 則（平成18年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年４月１日海大達第140号） 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成19年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年４

月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第13条の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 
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附 則（平成19年12月26日海大達第285号） 

この規程は，平成19年12月26日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日海大達第83号） 

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成20年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年４

月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，なお

従前の例による。 

附 則（平成22年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日海大達第121号） 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年４月１日海大達第128号） 

１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年４

月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，なお

従前の例による。 

附 則（平成28年４月１日海大達第92号） 

１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。 

２ 平成28年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年４

月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学大学院環境科学院規

程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成29年4月1日海大達第120号） 

この規程は，平成29年4月1日から施行する。 
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別表（第５条関係） 

 

環境起学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 
必修科目12単位を含み，合計30単位

以上を修得すること。 

（必修科目）  
環境起学論文講読Ⅰ 4 
環境起学特別研究Ⅰ 8 
（選択科目）  
環境科学基礎論 2 
国際環境保全学総論 2 
環境汚染比較特論 2 
地生態資源学特論 2 
気候変動影響特論 2 
自然環境学総論 2 
環境解析学総論 2 
生態解析学特論 2 
水循環学特論 2 
環境情報地理学特論 2 
水資源学特論 2 
流域環境学特論 2 
保全生態学特論 2 
環境保全学特論 2 
寒冷陸圏環境学特論 2 
環境解析法演習Ⅰ 2 
環境解析法演習Ⅱ 2 
山岳環境観測法実習 4 
統合自然環境調査法実習 2 
統合環境地理調査法実習 4 
環境適応学総論 2 
環境適応学特論 2 
環境計量学特論 2 
統合環境分析法実習 4 
実践環境科学総論Ⅰ 2 
実践環境科学総論Ⅱ 2 
実践環境科学特論 2 
実践環境科学演習Ⅰ 1 
実践環境科学演習Ⅱ 1 
実践環境科学実習Ⅰ 1 
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実践環境科学実習Ⅱ 

実践環境科学インターンシップⅠ 

1 
2 

 

実践環境科学インターンシップⅡ 2 
国際科学コミュニケーション法特論 2 
環境起学特別講義Ⅰ 2 
環境起学特別講義Ⅱ 2 
環境起学特別講義Ⅲ 2 
環境科学英語ライティング特論 2 
博士後期課程  
（必修科目）  
環境起学論文講読Ⅱ 4 
環境起学特別研究Ⅱ 8 

 

地球圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 
必修科目12単位を含み，合計30単位

以上を修得すること。 

（必修科目）  
地球圏科学論文講読Ⅰ 4 
地球圏科学特別研究Ⅰ 8 
（選択科目）  
古環境学基礎論 2 
地球雪氷学基礎論 2 
大気海洋物理学基礎論 2 
大気海洋化学基礎論 2 
古海洋学特論 2 
対流圏化学特論 2 
陸圏物質循環学特論 2 
古気候変動学特論 2 
大気圏化学特論 2 
化学海洋学特論 2 
海洋生物地球化学特論 2 
環境分析化学特論 2 
生物地球科学特論 2 
氷河・氷床学特論 2 
雪氷水文学特論 2 
寒冷圏気象・気候学特論 2 
理論雪氷学特論 2 
大気環境科学特論 

極域海洋学特論 

2 
2 
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大気力学特論 2 
海洋力学特論 2 
気候変動特論 2 
気候モデリング特論 2 
地球流体力学特論 2 
大気海洋解析法特論 2 
遠隔情報学特論 2 
地球圏科学特別講義Ⅰ 2 
地球圏科学特別講義Ⅱ 2 
地球圏科学特別講義Ⅲ 2 
地球圏科学特別講義Ⅳ 2 
地球圏科学演習Ⅰ 4 
地球圏科学演習Ⅱ 4 
地球圏科学実習Ⅰ 4 
地球圏科学実習Ⅱ 4 
地球雪氷学実習Ⅰ 2 
地球雪氷学実習Ⅱ 2 
博士後期課程  
（必修科目）  
地球圏科学論文講読Ⅱ 4 
地球圏科学特別研究Ⅱ 8 

 

生物圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 
必修科目12単位を含み，合計30単位

以上を修得すること。 

（必修科目）  
生物圏科学論文講読Ⅰ 4 
生物圏科学特別研究Ⅰ 8 
（選択科目）  
多様性生物学基礎論 2 
生態学基礎論 2 
分子生物学基礎論 2 
海洋生物環境学基礎論 2 
フィールド科学基礎論 2 
生物生産学基礎論 2 
多様性生物学特論Ⅰ 2 
多様性生物学特論Ⅱ 2 
生態遺伝学特論Ⅰ 2 
生態遺伝学特論Ⅱ 2 



 - 78 - 

環境分子生物学特論Ⅰ 2 
環境分子生物学特論Ⅱ 2 
植物生態学特論Ⅰ 2 
植物生態学特論Ⅱ 2 
動物生態学特論Ⅰ 2 
動物生態学特論Ⅱ 2 
海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 2 
海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 2 
水圏科学特論Ⅰ 2 
水圏科学特論Ⅱ 2 
森林圏科学特論Ⅰ 2 
森林圏科学特論Ⅱ 2 
森林圏科学特論Ⅲ 2 
森林圏科学特論Ⅳ 2 
耕地圏科学特論Ⅰ 2 
耕地圏科学特論Ⅱ 2 
生物圏科学特別講義Ⅰ 2 
生物圏科学特別講義Ⅱ 2 
生物圏科学実習Ⅰ 4 
生物圏科学実習Ⅱ 4 
フィールド科学特別実習Ⅰ 1 
フィールド科学特別実習Ⅱ 1 
博士後期課程  
（必修科目）  
生物圏科学論文講読Ⅱ 4 
生物圏科学特別研究Ⅱ 8 

 

環境物質科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目18単位，選択必修科目から

8単位以上を含み，合計30単位以上を

修得すること。ただし，環境物質科学

実習Ⅰ及び環境物質科学実習Ⅱの単位

は，修了に必要な単位数に算入するこ

とができない。 

（必修科目）  
環境物質科学論文講読Ⅰ 4 
環境物質科学特別研究Ⅰ 8 
環境物質科学基礎論Ⅰ 2 
環境物質科学基礎論Ⅱ 2 
環境物質科学基礎論Ⅲ 2 
（選択必修科目）  
分子環境学特論Ⅰ 2 
生体物質科学特論Ⅰ 2 
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生体物質科学特論Ⅱ 2 
ナノ環境材料化学特論Ⅰ 2 
ナノ環境材料化学特論Ⅱ 2 
ナノ環境材料化学特論Ⅲ 2 
光電子科学特論Ⅰ 2 
光電子科学特論Ⅱ 2 
環境触媒化学特論Ⅰ 2 
環境触媒化学特論Ⅱ 2 
（選択科目）  
分子環境学特論Ⅱ 2 
分子環境学特論Ⅲ 2 
環境物質科学特別講義Ⅰ 1 
環境物質科学特別講義Ⅱ 1 
環境物質科学特別講義Ⅲ 1 
環境物質科学特別講義Ⅳ 1 
環境物質科学実習Ⅰ 4 
環境物質科学実習Ⅱ 4 
博士後期課程  
（必修科目）  
環境物質科学論文講読Ⅱ 4 
環境物質科学特別研究Ⅱ 8 

 

環境科学院共通科目 

授業科目 単位 備考 

修士課程   

（選択科目）  
環境科学総論 2 
国際環境科学実習Ⅰ 1 
国際環境科学実習Ⅱ 1 
国際環境科学研究Ⅰ 2 
国際環境科学研究Ⅱ 2 
博士後期課程  
（選択科目）  
国際環境科学特別研究Ⅰ 2 
国際環境科学特別研究Ⅱ 2 
国際環境科学特別研究Ⅲ 2 
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１７ 予算  

 

年度 
（単位：千円） 

運営費交付金 

平成２９年度 ８，５３３ 

 

 

 

１８ 安全管理 

 

実施項目 防災訓練 

実施日 １０月１２日 

実施内容：火災避難訓練、化学薬品吸着剤の取扱い，排風機の取扱い，AEDの使用方法，防火・避難

設備の説明 

実施項目 安全教育 

実施時期 ４月 

実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き DVD版」，「化学薬品の取扱いについて」，「安全マニュア

ル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室等単位で実施 

実施項目 職場巡視 

実施時期 １１月 

実施内容：各研究室・実験室等における労働災害等を未然に防止するため，及び、省エネルギーの意

識を高めるために，全ての実験室・居室等を対象に実施 

 

 

 

１９ 国際交流協定 
 
部局間交流協定 
 

国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 アメリカ合衆国 
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois at 
Chicago 

平成5年7月14日 
（更新：平成30年3月31日）  

2 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日 
（更新：平成9年12月13日) 
（更新：平成15年11月21日) 
（満了：平成18年8月25日) 

※ 

3 英国（イギリス） ノッティンガム大学  
University of Nottingham 

平成8年2月9日 
（廃止：平成14年2月6日）  

4 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学科学技術研究科 
Institute of Science and Technology, Tribhuvan 
University 

平成9年10月17日 
（更新：平成12年10月17日） 
（更新：平成16年1月20日） 
（満了：平成22年10月23日） 

※ 

5 中華人民共和国 
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, Lanzhou 
University 

平成9年11月17日 
（更新：平成14年11月17日） 
（更新：平成19年11月17日） 
（満了：平成22年4月9日） 

※ 



 - 81 - 

 国・地域名 機関名 締結日 備考 

6 マレーシア 
マレーシア・サバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti Malaysia 
Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日）  

7 中華民国（台湾） 

国立成功大学永続環境科技研究センター 
国立成功大学環境工程学系 
Sustainable Environment Research Center, 
National Cheng Kung University 
Department of Environmental Engineering, 
National Cheng Kung University 

平成22年9月2日 
（廃止：平成28年3月31日）  ※ 

8 ドイツ連邦共和国  
GEOMAR ヘルムホルツ キール海洋研究センター
GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean 
Research Kiel 

平成24年5月31日 
（更新：平成29年11月10日）  

9 中華民国（台湾） 
国立東華大学環境学院 
College of Environmental Studies, National Dong Hwa 
University 

平成24年6月25日 
（満了：平成29年6月6日） ※ 

10 アメリカ合衆国 
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, University of 
Utah 

平成25年1月22日 
（更新：平成30年1月22日）  

11 マレーシア 
マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所 
Institute for Tropical Biology and Conservation, 
Universiti Malaysia Sabah 

平成26年2月5日 
（更新：平成31年2月5日） ※ 

12 マレーシア 
マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部 
School of Marine Science and Environment, Universiti 
Malaysia Terengganu 

平成26年9月29日  

13 ノルウェー王国 オスロ大学地球科学科 
Department of Geosciences, University of Oslo 平成27年2月16日  

14 中華人民共和国 
香港科技大学理学院 
School of Science, The Hong Kong University of Science 
and Technology 

平成27年12月28日  

15 アメリカ合衆国 

カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス 
海洋研究所 
The Regents of the University of California on behalf of 
its San Diego campus’s Scripps Institution of 
Oceanography 

平成28年3月17日  

16 ノルウェー王国 
オスロ大学数学・自然科学部 
The Faculty of Mathematics and Natural Science, 
University of Oslo 

平成29年7月13日  

17 中華人民共和国 
華東師範大学地球科学部 
Faculty of Earth Sciences, East China Normal 
University 

平成29年10月23日  

18 イタリア共和国 
トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部 
Department of Agricultural, Forest and Food Science, 
University of Turin 

平成29年10月26日  

19 インドネシア共和国 
イスラム大学数学・自然科学部 
Faculty of Mathematics and Natural Sciences, Islamic 
University of Indonesia 

平成30年2月27日  

※：後日大学間交流締結 
 
大学間交流協定 
 国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 大韓民国 ソウル大学校 
Seoul National University 

平成9年10月1日 
（更新：平成14年10月1日） 
（更新：平成19年10月1日） 
（更新：平成24年10月1日） 
（更新：平成29年10月1日） 

 

2 大韓民国 釜慶大学校 
Pukyong National University 

平成12年10月25日 
（更新：平成17年10月25日） 
（更新：平成22年10月25日） 
（更新：平成27年10月25日） 

 

3 フィンランド共和国 オウル大学 
University of Oulu 

平成13年12月11日 
（参画：平成24年1月） 
（更新：平成28年12月11日） 
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 国・地域名 機関名 締結日 備考 

4 アメリカ合衆国 ハワイ大学マノア校 
University of Hawaii at Manoa 

平成15年6月30日 
（参画：平成22年10月） 
（更新：平成25年6月30日） 

 

5 中華人民共和国 南開大学 
Nankai University 

平成18年5月11日 
（更新：平成23年5月11日） 
（更新：平成28年5月11日） 

 

6 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日 
（更新：平成23年8月26日） 
（更新：平成28年8月26日） 

※ 

7 スイス連邦 スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日 
（更新：平成23年5月30日） 
（更新：平成28年7月21日） 

※ 

8 ロシア連邦 
極東連邦総合大学 
Far Eastern Federal University 
（現 極東連邦大学 
Far Eastern Federal University） 

平成19年11月12日 
（更新：平成26年9月25日）  

9 オーストラリア連邦 タスマニア大学 
University of Tasmania 

平成21年1月9日 
（更新：平成26年1月9日）  

10 ドイツ連邦共和国  ブレーメン大学 
Universität Bremen 

平成22年2月11日 
（更新：平成27年2月11日）  

11 中華人民共和国 蘭州大学 
Lanzhou University 

平成22年4月9日 
（更新：平成27年4月9日）  

12 ネパール連邦民主共和国 トリブバン大学 
Tribhuvan University 

平成22年10月24日 
（更新：平成27年10月24日） ※ 

13 中華人民共和国 東南大学 
Southeast University 

平成22年10月29日 
（更新：平成27年10月29日） ※ 

14 中華人民共和国 厦門大学 
Xiamen University 

平成22年11月25日 
（更新：平成27年11月25日）  

15 中華人民共和国 中国海洋大学 
Ocean University of China 

平成23年2月3日 
（更新：平成28年2月3日）  

16 中華人民共和国 西北農林科技大学 
Northwest A&F University 

平成23年10月13日 
（更新：平成28年10月13日）  

17 中華民国（台湾） 国立中興大学 
National Chung Hsing University 

平成24年3月14日 
（更新：平成29年3月14日）  

18 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成24年4月2日 
（更新：平成29年4月2日）  

19 大韓民国 成均館大学校 
Sungkyunkwan University 

平成24年12月27日 
（更新：平成29年12月27日）  

20 中華民国（台湾） 国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成25年1月23日 
（更新：平成30年1月23日）  

21 インドネシア共和国 バンドン工科大学 
Institut Teknologi Bandung  平成26年3月20日  

22 フィリピン共和国 フィリピン大学 
The University of The Philippines 平成26年7月16日 ※ 

23 マレーシア マレーシア・サバ大学 
Universiti Malaysia Sabah 平成28年4月12日 ※ 

24 中華民国（台湾） 国立東華大学 
National Dong Hwa University 平成29年6月7日 ※ 

25 インド インド工科大学ボンベイ校 
Indian Institute of Technology Bombay 平成30年1月15日  

26 インド インド工科大学マドラス校 
Indian Institute of Technology Madras 平成30年3月26日  

※：責任部局として参画 
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